
容器配送に関してお願い文書を発出した背景

ＬＰガス関係団体

　

各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般社団法人日本溶接容器工業会

一般社団法人日本溶接容器工業会会員企業は、ＬＰ ガスの安定的な供給のため、ＬＰ ガス

容器の適時・適切な配送に努めて参りました。

　

現状、政府が指摘している輸送力が不足しているにも関わらず、容器配送の大幅な遅れ等

貴団体会員企業様の事業に影響が生じないよう、鋭意努力を致しております。しかし、物流

事業者の確保等に関して当工業会会員企業にヒアリングを行ったところ、 既に以下のよう

な様々な事例を抱えているのも事実でございます。

①

　

荷下ろしが容易（オントラック渡しが一般的）なバルクの配送トラックの確保に比べて

　　

シリンダーの配送トラックの確保は困難 （ドライバーが全数荷下ろしすることが常態

　

化） になっている。

②

　

スポット的に要請した物流事業者は、 一人で容器全数を荷下ろししなければならない

　　

辛さから再度引き受けていただくのは困難となっている。
③

　

配送トラックの確保の遅れにより、 高速道路を使わざるを得なくなりコスト高の要因

　　

と な っ て い る。

④

　

車両比率の低い平ボディでの納入指定（車両比率が高いウィング仕様は充てん所等の

　　

屋根に干渉する恐れがあり敬遠されがち） があり、 トラックの確保が困難になってい

　　

る。

⑤

　

納入時の地面置きの指定が、長時間の荷下ろし作業による待機時間の増加及びトラッ

　　

クドライバーの負担増加になるため、 トラック確保が困難になっている。

⑥

　

荷下ろしが困難になる２段積みの拒否事例が増えており、 配送の遅れの原因になって

　

いる。

⑦

　

九州での配送トラックの確保が特に困難になっている。

　

輸送力の不足は今後さらに深刻になる恐れがあり、 現状でも厳しい状況になっている配

送事業者の確保が、上記の理由を主として、さらに状況の悪化を招きかねないと懸念してい

ます。

　

このため、 配送事業者が特に問題視しているトラックドライバーの負担を軽減する必要

があると考えており、荷上げ、荷下ろしの負担を軽減することが配送事業者の確保に必要と

考え、 お願い文書を提出させていただいた次第です。



容器製造メーカーとして、 このような状況の中でも適切な容器配送を実現するため積極

的に努めて参りたいと思いますが、 引き続きご支援のほどお願いしたいと思います。
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２０２４年７月５日

一般社団法人 日本溶接容器工業会

２０２４年問題を踏まえＬＰガス容器の適切な配送に関するお願い

拝啓

　

平素から格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　

さて、 ご存じのとおり、 トラックドライバーの働き方改革と労働基準法改正により、労働

条件、とりわけ走行時間、休憩時間等労働時間が厳しく制限され、輸送能力減少や運賃上昇

が不可避となる物流業界における所謂２０２４年問題に関係する労働基準法及び物流関係法の

改正等が既に実施されています。

　

政府が公表している物流革新緊急パッケージは、①物流の効率化、②荷主・消費者の行動

変容、③商慣行の見直し、これらを三本柱として物流業者だけでなく発送荷主と受取荷主も

対応すべき具体的項目が多岐にわたり列挙され対応が求められています。

　

トラックドライバーの負担軽減、 物価動向の反映や荷待ち・荷役等の対価の加算による

「標準的な運賃の引上げ」及び契約時書面交付等の項目も取上げられており、輸送費上昇も

懸念されます。 特にＬＰガス容器につきましては、 その重さ、 大きさ、 荷姿等から現状でも

運送業社、ドライバーの確保が困難になっており、今後一層深刻化することが懸念されます。

　

当工業会では、 これまでも、 ＬＰ ガス容器に係る安定した物流を確保するためのお願い、

トラックドライバーの負担を軽減するため荷下ろし作業を受け入れ側の作業とするお願い

更に配送された容器の確認を早期に実施していただくお願いなどをホームページ上に掲載

し会員企業の皆様にご協力をお願いしてきました。

　

しかし、別紙「容器配送に関してお願い文書を発出した背景」で指摘している通り、容器

配送に関して現在でも問題となっている事例も生じています。このため、これまで要請した

上記取り組みに加えて、２０２４年問題対応として政府が提言しているドライバーの負担軽減

等の実現が必要だと考えており、 発荷主としてトラックドライバーの待機時間を短縮する

とともに、負担軽減のため荷上げ業務の実施に努めます。着荷主におかれましても待機時間

の短縮や荷下ろし作業について皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　

また、配送事業者を確保するためには、車上渡しによるドライバーの負担軽減に加えて、

配送時の責任の所在を明らかにするために受け渡し条件を明記した書面による契約書の作



成も今後進めていくべきと考えています。

　

なお、当問題に関連し諸規制から輸送能力低下も報道されており、お客様への納品は、従

来以上の納期の確保をお願いいたします。

　

「国民生活に不可欠なエネルギーであるＬＰガスの安定供給」のため当工業会会員企業も

今後一層努力いたしてまいる所存でありますので、 貴団体及び会員企業の皆様のご理解と

ご協力を重ねてお願い申し上げます。

敬具



●流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物自動車運送事業法の一部を
改正する法律案
背景．必要性Ｆ

ｒ６物流は国民筆舌．経済を支ぇる鈷会ィ≧フラミ物流産業を魅力ぁる耳錫 覆るため、働き方改革‘濁 霧 覇 司
ｉ

． 何も対策を講じなナれｉ翁選 雑票可罷露（右図）。
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」

・ 荷主企業、物流事業者（艇・倉庫等）、－般消費者力協力

　

現状 回 国 翻

　　

して我が国の物流を支えるための環境整備に向けて、商ー貫行の見

　　　　　

‐

　

直し、物流の効率化・荷主消費者の行動変容に鳩 、抜本 ｍ４年遵暑醒 闘

　

的 総合的な対策力泌要。
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○軽トラック運送業におし忙、死亡・重傷事故件数は最識１６年で倍増。
　　　

　 　　　　
－→以下の施策を講じることによｉ一以下の施策を講じることにより、物流の持続的成長を図ることが必要。
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法案の概要

　

．

１・ 荷主・物流事業者に対する規制的措置

　　　

【流逼業務総合効率化法罰１

■ 圏 ．
． ‐

質

，．

　

，

　　　　　

翻りヌソ

　　

ー

　

ニ

　　

‘

　

” ；． ‐′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　

－ －

　

．

… ‐

請， ・
関

ー ー

－ 譜， ．

…
．‐

馨

　

＃
雷

　

＝
謝

誕；

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｚ

　　

…

　　　　　　　

ー

　　

．

■

　　

１

　　　　　　　　　　

．

　　　　　　

′

　　　

Ｔ〆－

　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′’；

　　　　　　　　　

Ｊ

　　　　　　

●

　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

！

罰受

　

‐▲匙軽 暖 闘 繁華一丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

裏：二：
もノニ

２． トラック事業者の取引に対する規制的措置

　　　　　

【貨物自動車運送事業法】

３． 軽トラック事業者に対する規制的措置

　　　　　　　

【貨物自動車運送事業法】
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ｉ【目標．効果】 物流の持続的成長
；【ＫＰ工】 施行後３年で （２０１９年度比）
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○荷待ち・荷役時間の削減

　　　　　　　

年間１２５時間／人削減
○積載率向上による輸送能力の増加

　　　

１６パーセント増加
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